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研究成果の概要： 

本研究では，情報通信技術を適用した学習環境の確立を目標とした研究の一環として，他の
児童・生徒のノートを見ることができる電子ノートシステムを実装した．現職の教員に対する
意識調査，および，試作したシステムを用いた予備的評価から，他の児童・生徒のノートを見
ることが，見る側見られる側両方に対する教育効果を生じる可能性があることを示した． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2008 年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,100,000 510,000 3,610,000 

 
 
研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：メディア情報学・データベース 

キーワード：計算機システム，教育，ヒューマンインタフェース，ペン入力 

 
１．研究開始当初の背景 

社会への情報通信技術の浸透が進むのに
伴って，教育の情報化が重要な課題となって
いる． e-Japan 計画等で小中高等学校へのコ
ンピュータ設置も進み，これらの課題を達成
するために様々な実践が行われるようにな
った． 

一方，研究は次の段階に移っており，特殊
な情報通信機器を利用した実践が行われ始
めている．ここ数年注目されている機器がペ
ン入力を採用したインタラクティブホワイ
トボードや Tablet PC に代表されるペンコン
ピュータである．これらは，学習において重
要な要素である“板書”や“書き取り”など

“書くこと”にコンピュータ支援を加えるこ
とができる点で，教育的有用性の可能性が感
じられているからである．コンピュータ教育
開発センターでは平成15,16年度にe-黒板研
究会を設置しインタラクティブホワイトボ
ードの活用例の収集や，仕様・機能のガイド
ラインの作成を進めた☆１．富士通は兵庫県三
木市立緑ヶ丘東小学校に Tablet PC を設置し，
手書き電子教材を一斉授業や家庭学習に用
いる実践を行った☆２．東大ではマイクロソフ
ト先進教育環境寄附研究部門において
Tablet PC の教育利用に関する研究を開始し
ている☆３．英国や米国，となりの韓国などの
諸外国では，教育現場においてインタラクテ
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ィブホワイトボードやペンコンピュータが
日常的に利用され始めており，日本でも遅れ
ばせながら研究界からその動きが見えてき
た段階である． 

このような中，代表者はペン入力に関する
研究を長年行ってきている．そして，教育環
境の研究を，ペン入力の適用と近隣小中学校
との連携による実践の両面から行っている．
これらの研究を進める中で，教育現場の方々
とのディスカッションを通して，他人のノー
トを見ることが学習効果を向上させる可能
性があるとの意見が得られた．特に，どこか
ら考えてよいかわからなくなってしまって
いる生徒に，他の生徒の解き方を見せると学
習活動を開始できるという効果が期待でき
るとのことであった．また，コンピュータを
用いて画像や動画などのデジタルコンテン
ツを提示する授業形態が増えているが，その
際のノートへの書き取りが難しいとの問題
が出てきている．この二点を，ペンコンピュ
ータを中心とした情報通信機器で支援でき
るのではないかということから，本研究の着
想に至った． 
 
☆１ 平成 16 年度 e-黒板研究会成果報告，

http://www.cec.or.jp/e2a/ekokuban/H16
ekCD/index.html 

☆２ 岩山他：教育用ペンインタフェースの
開発に関する一考察：ヒューマンインタフ
ェース学会誌，Vol.8, No.3, pp.15-20 
(2006) 

☆３ MEET，http://utmeet.jp/index.html 
 
２．研究の目的 

本研究では，情報通信技術を適用した学習
環境の確立を目標とした研究の一環として，
他の生徒のノートを見ることができること
と，デジタルコンテンツの提示を含む講義に
も対応できることを特長とした電子ノート
システムを実装する． 

この実装においては，ノートへの書き取り
行動の分析を通して，従来の紙のノートを用
いた場合と同様に自然な書き取りが行える
機能とユーザインタフェースの確立を試み，
その設計指針を明らかにする．また，他者の
ノートを見ることを正の効果とするために，
先生の介在の仕方を検討し，機能に反映させ
る．この際，授業進行を妨げないユーザイン
タフェースとすることも重要な研究要素で
ある． 

そして，実装したシステム等を利用した授
業実践を通して，授業において利用するノー
トとしての機能の有用性とユーザインタフ
ェースの評価，学習において他者のノートを
見ることができることの教育的効果の検証，
および，その効果を向上させるための先生の
介在の仕方などの授業形態を明らかにする

ことを試みる． 
 
３．研究の方法 
 研究計画は次の通りであった． 
①電子ノートの設計と試作 
研究の土台となる電子ノートの実装を行

う．この実装では，これまで行った手書きメ
モツールの研究開発の成果を取り入れつつ，
ユーザが子供であること，利用目的が学習で
あるため科目などの利用単位が存在するこ
となど，管理方法が異なることといった設計
背景を考慮し，機能とユーザインタフェース
の再設計・再実装を行う． 
②他者ノート閲覧機能の設計と実装 
他者のノートを閲覧できる機能とユーザ

インタフェースを設計し，電子ノートに組み
込む．ここでは，(1)公開するノートを指定
するために，生徒のノートを閲覧できる端末
が必要なのか，それとも，巡回して直接閲覧
すればよいのか，(2)閲覧できる生徒を指定
できるようにする必要があるかないか，(3)
閲覧インタフェースは，一時的な書き込み不
可能なページなどとして電子ノートの 1ペー
ジとするのがよいか，それとも，別のウィン
ドウ等で表示するのがよいか，などの検討事
項がある．現場の教員などからの意見を積極
的に取り入れながら決定していくが，判断が
難しい状況が発生した場合には，仮実装し，
評価実験を元に洗練させていくアプローチ
を取る． 
③電子白板システムの設計・実装 
情報通信技術を適用した学習環境を構成

する一要素である電子白板システムの設
計・実装を行う．この実装では，市販されて
いる電子白板ソフトウェアの検証を行い，代
表者がこれまでに行ってきた研究成果を取
り入れつつ，小中高校の教育現場での実用性
を第一の重要点として設計する．また，板書
内容の生徒・学生への配布や WWW での公開，
他の授業での再利用を容易にすることに考
慮する． 
④電子ノートと電子白板の連携機能の設
計・実装 
電子白板を用いた場合，デジタルコンテン

ツの提示が頻繁に行われることとなる．デジ
タルコンテンツを含んだ板書をどのように
ノートに取らせるべきかを教育的観点から
検討し，必要と考えられる電子ノートと電子
白板の連携機能の設計・実装を行う． 
⑤授業実践と評価 
実装したシステムを実際に授業で運用し，

研究の目的に示した事項の評価・検証を行う．
また，情報通信技術を適用した学習環境自体
の有用性を探る． 
 
４．研究成果 
(1) 覗き見の教育的効果に関する考察 



 

 

 提案した他人のノートを覗き見すること
に対する教育的効果を検討し，次の通り整理
した． 
①学校の授業においては，知識を教授する時
間とともに生徒自身の定着を図るための演
習時間が大切である．なぜなら児童・生徒は，
教師の授業をただ聞いているだけではなか
なか理解ができず，まして自分で解けるとい
った感覚は全く持てない．問題演習の時間を
設けることで児童・生徒自身で考える時間が
生まれ，自分自身の力へと消化していくこと
ができる．ベネッセ教育研究開発センターに
よる第 4回学習指導基本調査におけるも，演
習の時間が重要視されていることがわかっ
た． 
②問題演習の時間にはいくつかの問題点が
ある．第一に，児童・生徒間には理解度の差
があり，できる生徒は短時間で演習を終えて
暇になってしまうこと，第二に，一方でつま
ずきのある生徒は鉛筆がまったく動かない
ままで答え合わせの時間になってしまうと
いうことである．このような状態が続くこと
で，できる児童・生徒は退屈して学習意欲が
減少し，つまずきのある生徒はその教科に対
して苦手意識を持ち，学習意欲を失ってしま
う．先に示した調査でも，理解度が上位や下
位の生徒への配慮が少ないまま授業が進め
られていることがわかった． 
③他の児童・
生徒のノート
を覗くことで，
筆記内容の観
察や真似を行
い，新しい思
考パターンを
獲得する観察
学習効果や，
すでに習得している知識の活用を促進する
反応促進効果も得られ，生徒の主体的な学習
活動が促される． 
④他人のノートを覗くという行為は，他者か
らの割り込みではなく，学習者自身の立場か
ら動機付けられて行われるため，児童・生徒
の思考を妨げないという利点がある． 
⑤他人のノートを覗くという行為は，机間指
導によって教師から与えられる情報と比べ
て，児童・生徒自身が発見するという活動を
より多く経験させることができる． 
⑥問題を解くことができた児童・生徒に対し
ても，同じ問題に対して他の考え方で解決し
た生徒のノートを覗き見させることで，さま
ざまな方法を比較検討させることができる． 
⑦覗かれている児童・生徒は，覗かれている
ことがわかることによって優越感や満足感
を感じることで新たな学習意欲を獲得する
ことができる． 
⑧覗き合うというスタイルが定着してくる

と，他の生徒が覗いて分かるようなノートを
書く努力
をするよ
うになり，
より理解
が深化す
る効果も
期待でき
る． 
⑨覗きあ
いという行為は教えあいと異なり，覗かれる
側の負担がなく生徒は個々の学習を進める
ことができるので，授業の演習時間など個々
の知識理解・定着を目的とした学習活動にお
いて有効と考えらる． 
⑩すべての児童・生徒がどの生徒のノートを
見られるようにすることは，授業運営上好ま
しくない．たとえば，自分の力で考えさせた
い児童・生徒もいるだろうし，お手本として
は好ましくないノートもあるはずである．そ
こで，どの児童・生徒のノートをどの児童・
生徒が見られるようにするかの設定を教師
が制御できるようにすることが重要である． 
⑪見本としてとてもよい回答があったとき，
覗き見する児童・生徒に考える余地を残すた
めに，その一部だけ，または，若干の修正を
入れてから見せられるようにすることが必
要である． 
 
(2) 覗き見に対する現職教員の意識調査 
 提案した他人のノートを覗き見すること
に対する現職教員の意識調査を行った．調査
対象は中学校の現職教員 58 人である．調査
結果を下図に示す． 
生徒のノートを見せるより，先生が作成し

たメモを見せた方がよいと考える先生が多
かったが，児童・生徒同士でノートを見せ合
うことに効果があると考える先生も多くい
た．覗かれる児童・生徒の効果もあると示さ
れたことから，今回提案した仕組みを研究す
る意義は十分にあることが示された． 
 
(3) 実装 
 提案した他人のノートを覗き見すること
を可能とした電子ノートシステムを試作し
た． 

 



 

 

 

 
また，黒板の代わりとして自然に利用でき，

かつ，板書の記録と再利用，公開を容易に行
える電子黒板システムを試作した． 
 

(4) 予備評価 
試作したシステムの予備評価として，高校

2年生の男子生徒 3名を対象に，本システム
を用いて問題演習を行い，その後に自由に感
想を書いてもらう実験を行った． 
 感想からは，他人の解答を見ることでヒン
トを得ることができたと，我々が期待してい
た効果があったとの回答が得られた．その一
方で，学習到達度に合ったヒントでなければ
意味はなく，覗き見の効果を上げるには，だ
れのノートを見せるかを決める教師の技術
が求められることがわった．また，他人の解
答を覗いてその意図を読み取ろうとする様
子からは自学自習の態度が読み取れた．覗か
れる側についても，我々が期待していた効果
について肯定的な意見が得られ，加えて，生
徒間での競争意識が発生すること，またそれ
が学習に好影響を与える可能性があること
も発見できた． 
 以上のことから，少人数による予備的評価
の結果からではあるが，これまでの教師によ
る演習の補助に加えて，学習到達度の高い生
徒の解答を学習の材料として他の生徒のノ
ートを参考にする方法は，授業効果を向上さ
せる可能性があることが示された． 
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